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皆
さ
ん
の
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。
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《
60
歳
代
男
性
》

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
コ
ミ
セ
ン
や

小
中
学
校
な
ど
市
内
各
所

に
配
備
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
耐
用
期
間
な
ど
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
中
に
取
扱
説
明
書
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
正
し
く
使
え
る
か
心
配
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
正
し
く
使
え
る
か

心
配
で
す

］

［
消
防
本
部
警
防
課
警
防
係


(23)
０
３
２
０

１

２介
護
保
険
制
度
の
情
報
が

ほ
し
い
で
す
。
利
用
で
き

る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
入
所
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
入
が
少
な
く
て
も
入
所

で
き
る
施
設
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
日

常
生
活
で
常
時
介
護
が
必

要
な
た
め
自
宅
で
の
介
護

が
困
難
な
方
が
入
所
す
る
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
」、
認
知
症
の
方
の

入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の
介
護

を
行
う
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」、
医

学
的
な
管
理
の
も
と
で
看
護
、
介
護
、

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
「
介
護
老
人
保
健

施
設
」
な
ど
、
利
用
者
の
要
介
護
度

や
身
体
状
況
な
ど
に
応
じ
て
施
設
を

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
複
数
あ
り

ま
す
。

　

入
所
の
申
込
先
は
、
各
施
設
を
運

営
し
て
い
る
事
業
者
に
な
り
ま
す
。

　

入
所
の
条
件
と
し
て
、
介
護
保
険
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
、
利
用
対
象
者

を
千
歳
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
限

定
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
介

護
保
険
の
利
用
者
負
担
の
ほ
か
、
居

住
費
や
食
費
、
生
活
費
な
ど
の
費
用

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
施
設
に
よ

っ
て
は
、
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る

負
担
軽
減
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

入
所
を
希
望
す
る
と
き
は
、
事
前

に
、
千
歳
市
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支

援
課
ま
た
は
市
内
５
か
所
に
あ
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

介
護
施
設
の
種
類
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

《
70
歳
代
女
性
》］

［
高
齢
者
支
援
課
高
齢
福
祉
係


(24)
０
２
９
５

答 声

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
は
、
心
肺
停
止

状
態
の
方
を
救
う
た
め
に

有
効
な
医
療
機
器
で
す
が
、
適
切
に
管

理
し
な
け
れ
ば
、
救
命
効
果
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

製
造
販
売
業
者
は
、
使
用
環
境
や

稼
働
時
間
、
使
用
回
数
な
ど
を
考
慮

し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
耐
用
期
間
を
設
定

（
機
種
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
添
付

答

文
書
や
取
扱
説
明
書
に
明
記
）
し
て

お
り
、
設
置
者
や
施
設
の
管
理
者
は
、

耐
用
期
間
の
ほ
か
、
日
常
点
検
、
バ

ッ
テ
リ
ー
や
電
極
パ
ッ
ド
の
交
換
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
正
常
な
状

態
で
機
器
を
使
用
で
き
る
よ
う
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
初
め
て
の
方
で
も
使

用
で
き
る
よ
う
、
音
声
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
指
示
に
従
い
な
が
ら
操
作

で
き
ま
す
が
、
消
防
本
部
で
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
正
し
く
使
用
す
る
方
法
を
は

じ
め
、
救
命
処
置
を
行
う
た
め
の
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
胸
骨
圧
迫
）
な
ど
、

心
肺
蘇
生
の
手
順
を
身
に
付
け
る
た

め
の
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
の
日
程
な
ど
は
、
広
報
ち

と
せ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

声


